
かりや市議会だより令和７年２月１日 第178号（3）

議
決
結
果
一
覧
表　
（
※
）
…
賛
否
が
分
か
れ
た
も
の

・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て 

当
選

・
専
決
処
分
に
つ
い
て（
令
和
６
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）） 

承
認

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

同
意

・
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て 

異
議
な
い
旨
答
申

【
企
画
総
務
委
員
会
関
係
・
６
議
案
】 

全
て
可
決

・
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
町
及
び
字
の
区
域
の
設
定
に
つ
い
て

・
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

　

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
※
）

・
刈
谷
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
特
別
職
に
属
す
る
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

　

つ
い
て
（
※
）

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
刈
谷
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

　

つ
い
て
（
※
）

【
福
祉
産
業
委
員
会
関
係
・
５
議
案
】 

全
て
可
決

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
立
く
す
の
き
園
、
刈
谷
市
立
す

　

ぎ
な
作
業
所
、
刈
谷
市
心
身
障
害
者
福
祉
会
館
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

　

ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
、
刈
谷
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
高
齢
者
交
流
プ
ラ
ザ
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

た
ん
ぽ
ぽ
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
一
ツ
木
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

【
建
設
委
員
会
関
係
・
２
議
案
】 

全
て
可
決

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
公
共
駐
車
場
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
ウ
イ
ン
グ
デ
ッ
キ
整
備
工
事
（
下
部

　

工
）
（
週
休
２
日
）
）

【
市
民
文
教
委
員
会
関
係
・
６
議
案
】 

全
て
可
決

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
青
山
斎
園
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
交
通
児
童
遊
園
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
立
お
が
き
え
保
育
園
）
（
※
）

・
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
（
住
吉
小
学
校
擁
壁
改
修
工
事
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
亀
城
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
双
葉
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

【
令
和
６
年
度
補
正
予
算
関
係
・
７
議
案
】 

全
て
可
決

・
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
（
※
）

・
刈
谷
市
刈
谷
小
垣
江
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
１
号
）
（
※
）

・
刈
谷
市
刈
谷
野
田
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
１
号
）
（
※
）

・
刈
谷
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
（
※
）

・
刈
谷
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
（
※
）

・
刈
谷
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
（
※
）

・
刈
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
（
※
）

【
請
願
・
４
件
】 

全
て
不
採
択

・
刈
谷
城
建
設
の
是
非
に
つ
い
て
刈
谷
市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
求
め
る
請

　

願
（
※
）

・
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
育
ち
を
保
障
す
る
制
度
の
充
実
・
拡
充
を
求
め
る

　

請
願
（
※
）

・
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
被
爆
者
の
願
い
で
あ
る
、
日
本
政
府
に

　

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る

　

請
願
（
※
）

・
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
社
会
保
障
の
施
策
拡
充
に
つ
い
て
の
請
願
（
※
）

【
追
加
上
程
・
１
議
案
】 

可
決

・
令
和
６
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

【
議
員
提
出
議
案
・
１
議
案
】 

可
決

・
刈
谷
市
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

　
　

請
願
の
提
出
方
法
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
↓

12月定例会提出議案の賛否　賛
・

否
・

が
・

分
・

か
・

れ
・

た
・

も
・

の
・

について掲載します。（○：賛成　× : 反対　ー：欠席）

会派名及び議員名　

　議案名及び議決結果

自民クラブ 市民クラブ 公  明
クラブ

清  風
クラブ

無所属
議員
の会

日
本
共
産
党
議
員
団

に
じ
い
ろ
の
会

参
政
党

日
本
維
新
の
会

議
　
長

副
議
長

大
山　
　

実

葛
原　

祐
季

加
藤　

幹
樹

近
藤　

澄
男

鈴
木　

正
人

加
藤　

廣
行

稲
垣　

雅
弘

佐
々
木
隆
教

伊
藤　

愛
恵

鈴
木　

定
晴

深
谷　

英
貴

中
嶋　

祥
元

佐
原　

充
恭

武
藤
美
智
代

谷
口　

睦
生

松
永　
　

寿

上
田　

昌
哉

新
海　

真
規

星
野　

雅
春

鈴
木　

絹
男

蜂
須
賀
信
明

山
本
シ
モ
子

城
内　

志
津

森
島　

公
祐

三
田　

真
弥

外
山　

鉱
一

揚
張　

慎
一

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 － 〇

議
長
の
た
め
、
採
決
に
加
わ
ら
な
い

〇
刈谷市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × × － × 〇
特別職に属する職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × × － × 〇
職員の給与に関する条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － × 〇
刈谷市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － × 〇
指定管理者の指定について（刈谷市立おがきえ保育園） 可決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 － 〇 〇

令
和
６
年
度

刈谷市一般会計補正予算（第５号） 可決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × × － × 〇
刈谷市刈谷小垣江駅東部土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － × 〇
刈谷市刈谷野田北部土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － × 〇
刈谷市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × － × 〇
刈谷市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × － × 〇
刈谷市水道事業会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × － × 〇
刈谷市下水道事業会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × － × 〇

刈谷城建設の是非について刈谷市民にアンケートを求める請願 不採択 × × × － × × × × × × × － × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × ×
子どもたちの豊かな育ちを保障する制度の充実・拡充を求める請願 不採択 × × × － × × × × × × × － × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
ノーベル平和賞を受賞した被爆者の願いである、日本政府に核兵器禁止条約への調印・
批准を求める意見書提出を求める請願 不採択 × × × － × × × × × × × － × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － × ×

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての請願 不採択 × × × － × × × × × × × － × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 － × ×
刈谷市議会個人情報保護条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

※森島公祐は議事の途中から出席　

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
中
学
３
年
生
が
議
会
を
体
験

　

本
市
の
中
学
３
年
生
が
「
地
方
自
治
制

度
学
習
」
と
し
て
市
議
会
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

議
場
で
は
、
生
徒
が
議
員
席
や
理
事
者

席
に
座
り
、
議
会
の
仕
組
み
を
学
び
ま
し

た
。
次
に
、
図
書
館
の
新
設
条
例
を
題
材

に
し
て
、
実
際
に
議
案
が
議
決
さ
れ
る
ま

で
の
流
れ
を
体
験
し
ま
し
た
。
市
長
役
に

よ
る
議
案
説
明
の
後
、
市
民
文
教
委
員
会

を
想
定
し
た
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
の

賛
否
の
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
新
し
く
図
書
館
が
で
き
る

こ
と
で
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
使
え
る
学

習
や
交
流
の
場
が
で
き
る
た
め
賛
成
と
の

意
見
や
、
自
分
の
ス
マ
ホ
な
ど
で
電
子
書

籍
を
読
む
人
が
増
え
て
い
る
中
、
新
し
い

施
設
で
は
な
く
既
存
の
図
書
館
を
充
実
す

べ
き
と
考
え
る
た
め
反
対
と
の
意
見
な
ど
、

様
々
な
視
点
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
、
議
員

さ
な
が
ら
の
白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
発
表
す
る

「
委
員
長
報
告
」
の
後
、
「
採
決
」
を
行

い
、
議
案
の
賛
否
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
生
徒
の
感
想
】

・
実
際
に
話
し
合
っ
て
み
て
、
一
人
一
人

の
意
見
は
違
っ
て
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
大

切
な
根
拠
が
あ
り
、
刈
谷
市
民
を
思
う
気

持
ち
は
一
緒
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

・
刈
谷
市
の
未
来
を
決
め
て
い
く
の
は
私

た
ち
で
あ
る
た
め
、
政
治
に
関
心
を
持
ち
、

18
歳
に
な
っ
た
ら
絶
対
に
選
挙
へ
行
こ
う

と
思
っ
た
。

・
多
く
の
資
料
を
基
に
様
々
な
視
点
を
持

っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
と

て
も
難
し
か
っ
た
。
市
の
代
表
が
ど
の
よ

う
に
市
を
よ
く
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い

る
こ
と
が
理
解
で
き
、
選
挙
で
選
ぶ
私
た

ち
の
重
要
性
を
実
感
し
た
。

・
市
民
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
い
も
の
に
す

る
た
め
に
、
良
い
点
も
悪
い
点
も
確
認
し

て
か
ら
結
論
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
市
議
会
を

体
験
で
き
、
市
の
取
組
を
一
人
の
市
民
と

し
て
積
極
的
に
見
て
い
き
た
い
。

かりや市議会だより 令和７年２月１日第178号 （2）

主
な
議
案
12
月
定
例
会

（
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）

単

行

議

案

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
ウ
イ
ン
グ
デ
ッ
キ
整
備
工
事
（
下

部
工
）（
週
休
２
日
））

問　
ウ
イ
ン
グ
デ
ッ
キ
整
備
の
全

体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
６
年
度
は
基
礎
部
の
鋼

管
杭
を
製
作
し
、
７
年
度
は
製
作
し

た
鋼
管
杭
の
打
ち
込
み
や
基
礎
部
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
に
加
え
て
、

柱
と
上
部
の
桁
を
製
作
し
、
８
年
度

は
柱
の
設
置
、
上
部
の
桁
の
架
設
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
上
部
工
工
事
の
予
算
や
業
者

の
選
定
方
法
な
ど
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
ウ
イ
ン
グ
デ
ッ
キ
整
備
に
関

す
る
予
算
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
８

年
度
ま
で
の
継
続
費
と
し
て
約
13
億

６
千
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
、
上
部
工
に
関
す
る
予
算
は
約

７
億
６
千
万
円
と
な
る
。
上
部
工
は

７
年
度
早
期
の
工
事
発
注
を
目
指
し

て
お
り
、
業
者
の
選
定
方
法
と
し
て

は
一
般
競
争
入
札
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
現
在
工
事
中
の
民
間
再
開
発

ビ
ル
と
の
接
続
に
関
す
る
協
議
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
刈
谷
桜
町
地
区
の
民
間
再
開

発
ビ
ル
と
は
、
ウ
イ
ン
グ
デ
ッ
キ
か

ら
建
物
の
３
階
部
分
に
接
続
で
き
る

よ
う
に
協
議
し
て
い
る
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
刈
谷
市
青
山
斎
園
）

問　
豊
明
市
民
の
火
葬
の
状
況
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
元
年
度
と
５
年
度
で
比

較
す
る
と
、
火
葬
件
数
は
１
２
７
０

件
か
ら
１
９
１
８
件
で
６
４
８
件
増

加
し
て
お
り
、
増
加
の
主
な
内
訳
は
、

刈
谷
市
民
が
２
３
１
件
、
豊
明
市
民

が
２
９
２
件
で
あ
り
、
刈
谷
市
民
の

増
加
も
あ
る
が
そ
れ
以
上
に
豊
明
市

民
が
増
加
し
て
い
る
。
増
加
に
伴
い

刈
谷
市
民
の
使
用
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
令
和
６
年
４
月
に
火
葬
予
約

の
市
民
優
先
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

問　
利
用
者
増
の
影
響
に
よ
る
管

理
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
体
制
は
ど
う
か
、

ま
た
指
定
管
理
者
か
ら
第
三
者
に
再

委
託
す
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

答　
職
員
は
令
和
元
年
度
が
10
人
、

５
年
度
が
12
人
で
、
２
人
の
増
員
と

な
っ
て
い
る
。
再
委
託
に
つ
い
て
は
、

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
要
す
る
火

葬
業
務
や
空
調
な
ど
設
備
の
保
守
管

理
業
務
等
を
再
委
託
し
て
い
る
。

条

例

議

案

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

問　
給
与
の
引
上
げ
根
拠
は
何
か
。

答　
令
和
６
年
８
月
に
出
さ
れ
た

人
事
院
の
勧
告
に
準
じ
て
職
員
の
給

与
を
改
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
物
価
高
騰
等
で
市
民
の
生
活

が
苦
し
い
中
で
、
公
務
員
の
給
与
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
納
得
が
い

か
な
い
と
い
う
声
が
あ
る
が
、
引
上

げ
額
や
引
上
げ
幅
な
ど
、
今
回
の
改

正
に
正
当
性
が
あ
る
の
か
。

答　
人
事
院
は
、
公
務
員
の
給
与

を
民
間
企
業
の
従
業
員
の
給
与
水
準

と
均
衡
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

毎
年
の
調
査
に
よ
り
、
官
民
の
給
与

を
把
握
し
、
そ
の
較
差
を
埋
め
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
勧
告
し
て
い
る
。

勧
告
に
準
じ
て
給
与
を
定
め
て
い
く

こ
と
が
合
理
的
か
つ
市
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
一
般

の
情
勢
に
適
応
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

補 

正 

予 

算 

議 

案

　

全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
、
関
係
す
る
分
科

会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
に
再
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
で
の

審
査
結
果
に
つ
い
て
各
分
科
会
委
員

長
か
ら
報
告
を
受
け
、
20
日
の
本
会

議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
、

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
支

給
に
関
す
る
令
和
６
年
度
刈
谷
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
が
追

加
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

補
正
す
る
額
（
一
般
会
計
）

13
億
４
１
８
４
万
９
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
一
般
会
計
）

７
３
４
億
３
６
９
２
万
８
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
全
会
計
）

１
０
９
７
億
１
１
５
９
万
４
千
円

【
主
な
事
業
】

　

刈
谷
の
魅
力
発
信
事
業

問　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
目
的
や
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

は
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
地
方
創
生
を
目
的
と
し
、
国

が
認
定
し
た
地
方
公
共
団
体
の
地
方

創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
企
業

が
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
法
人
関
係

税
が
軽
減
さ
れ
る
た
め
、
民
間
企
業

に
よ
る
地
方
創
生
の
取
組
へ
の
応
援

が
促
進
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。

問　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
本

市
へ
の
寄
附
額
と
市
税
の
減
収
分
と

な
る
寄
附
金
税
額
控
除
額
の
過
去
３

か
年
度
の
実
績
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
寄
附
額
は
、
令
和
３
年
度
は

寄
附
が
な
く
、
４
年
度
は
３
０
０
万

円
、
５
年
度
は
70
万
円
で
あ
り
、
税

額
控
除
額
は
、
４
年
度
が
約
４
５
０

万
円
、
５
年
度
が
約
６
５
０
万
円
、

６
年
度
が
約
１
１
０
０
万
円
で
あ
る
。

問　
今
後
の
事
業
の
継
続
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

今
年
度
ま
で
の
時
限
的
な
制
度
と
な

っ
て
い
る
が
、
現
在
国
に
お
い
て
制

度
を
５
年
間
延
長
す
る
た
め
の
税
制

改
正
要
望
が
行
わ
れ
て
お
り
、
制
度

が
終
了
す
る
ま
で
は
本
事
業
を
継
続

的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
制
度

の
紹
介
を
よ
り
見
や
す
く
改
善
す
る

と
と
も
に
、
実
績
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
、
歳
入
の
確
保
に
努
め
る
。

　

住
宅
用
地
球
温
暖
化
対
策
設
備
設

置
費
補
助
事
業

問　
事
業
の
内
容
と
目
的
及
び
対

象
と
な
る
設
備
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
民
が
行
う
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
組
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
環
境
保

全
に
対
す
る
市
民
意
識
の
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
本
市
に
お
け
る
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
削
減
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
対
象
と
な
る

設
備
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
、
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、

蓄
電
池
、
電
気
自
動
車
等
充
給
電
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
Ｖ
２
Ｈ
、
太
陽
熱
利

用
シ
ス
テ
ム
及
び
高
性
能
外
皮
等
で

あ
る
。

問　
申
請
件
数
は
ど
の
程
度
増
加

し
て
い
る
か
。

答　
昨
年
度
と
今
年
度
の
11
月
末

ま
で
の
実
績
で
、
申
請
件
数
は
、
昨

年
度
と
比
べ
て
１
４
０
件
の
増
と
な

り
、
約
１
・
38
倍
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
。

※
市
民
の
方
等
か
ら
貴
重
な
御
寄
附

を
頂
き
ま
し
た
。
補
正
予
算
に
計
上

し
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
一
般
寄
附
金

６
０
０
万
円

・
保
健
衛
生
事
業
費
寄
附
金

１
１
４
万
９
千
円

■
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
12
月
18
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
選
挙
に
よ
り
次
の
方

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
４
年
）

委
員

　

神か
み

谷や　
　

強つ
よ
し　

氏
（
３
期
目
・
今
川
町
）

　

磯い
そ

部べ　

一か
ず

智と
も　

氏
（
３
期
目
・
野
田
町
）

　

中な
か

村む
ら　

　

智さ
と
し　

氏
（
２
期
目
・
神
明
町
）

　

赤あ
か

松ま
つ　

妙た
え

子こ　

氏
（
１
期
目
・
稲
場
町
）

補
充
員
（
委
員
に
欠
員
が
あ
る
と
き
に
番
号
順
に
補
充
さ
れ
ま
す
。）

　

①
杉す

ぎ

本も
と　

常つ
ね

男お　

氏
（
２
期
目
・
高
松
町
）

　

②
竹た
け

内う
ち　

裕ゆ
う

子こ　

氏
（
３
期
目
・
高
津
波
町
）

　

③
早は

や

川か
わ　

一か
ず

美み　

氏
（
２
期
目
・
泉
田
町
）

　

④
野の

尻じ
り

真ま

由ゆ

美み　

氏
（
１
期
目
・
松
栄
町
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
12
月
20
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
次
の

方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。　
（
任
期
３
年
）

　

山や
ま

下し
た　

博ひ
ろ

子こ　

氏
（
３
期
目
・
広
小
路
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
３
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
次
の

方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
異
議
な
い
旨
答
申
し
ま
し
た
。

（
任
期
３
年
）

　

柴し
ば

田た　

直な
お

幸ゆ
き　

氏
（
１
期
目
・
小
垣
江
町
）

固定資産評価審査委員会とは ･･･
　固定資産課税台帳に登録された価格に関する不服申立てについ
て、審査決定をする機関です。
人権擁護委員とは ･･･
　国民に保障されている基本的人権を守るため、法務大臣より委
嘱されています。市長は議会の意見を聞き、法務大臣に推薦します。




